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研究要旨 

 EB ウイルス感染症研究会は、2003 年に慢性活動性 EB ウイルス感染症の診断指針を公

表した。この指針は、(1) 臨床所見・経過、(2) EB ウイルス感染のウイルス学的な診断、(3) 

除外診断から構成されている。診断指針が作成されてから 10 年以上が経過し、ウイルス学

的診断については、研究の進展を反映した記述に更新することが望ましいと考えられる。さ

らに、本症の最近の疾患概念も念頭におき、診断指針の改定案を作成した。

Ａ．研究目的 

慢性活動性 EB ウイルス感染症は、日本にお

ける発生頻度は年間 100 例程度と稀な疾患

であるが、東アジアに集積している特徴と、

診断法の向上により、疾患の認知が広がっ

ている。本研究班では、本症の診療を向上

させる目的で、本症の診断指針の改定を目

指しており、その案を作成した。 

 

Ｂ．研究方法 

2003 年に EB ウイルス感染症研究会より公

表された本症の診断指針の内容について、

近年の論文・学会発表を参考に、更新が必

要と思われる部分を記載した改訂案を作成

した。 

 

Ｃ．研究結果 

(1) 現在の診療指針を図 1に、改訂案（「診

断基準」とした）を図 2示す。 

(2) 改訂部分についての考え方を以下に列

挙する。 

a) 診断指針の項目 1): 臨床経過の記述を

より具体的にし、伝染性単核症症状の持続

期間を 3か月以上とした。項目 1)に対応す

る補足条項では、種痘様水疱症・蚊刺過敏

症と本症との関連についての記述を加えた。 

b) 診断指針の項目 2): 現在はウイルス学

的診断として、定量 PCR 法により血液検体

中のウイルス DNA を測定するか、採取した

組織中の EBER を in situ hybridization に

より検出するのが一般的である。そのため、

EBウイルスゲノム量の増加を診断に必要な

項目とした。対応する補足条項では、定性

PCR 法を推奨しないことを記載した。 

c) 診断指針の項目 3): 本症は EB ウイルス

が T/NK 細胞に感染し増殖することが病態

の中心であるとの理解が進んだ。そのため、

診断指針では補足条項に記載されていた感

染細胞の同定を診断基準の一項目として設

定した。 

d) 診断指針の項目 4): 遺伝子診断による

免疫不全症の診断が大きく進歩した。また、

白血病・リンパ腫などとの鑑別が重要であ

り、補足条項には除外する疾患について、

より具体的に記述した。 

 



Ｄ．考察 

本症はまれな疾患であり、診断指針は存

在するものの、保険収載のある明確な診断

方法が確立していないために、一般的に確

定診断が困難である。そのため、診断され

ない症例、診断の遅れにより病態が進行し

た症例が少なくないと考えられる。早期診

断・早期治療介入は本症の予後を改善する

ことが期待されるため、研究の進展を反映

させた診断基準の公表は、本症の診療を向

上させる。 

本症の診断において、ウイルス学的に EB

ウイルスの持続的な活動感染を示すことは

必須である。一般的に、EB ウイルス感染の

診断には特異的抗体価が使用される。特異

的抗体価の異常値は本症の特徴の一つであ

るが、病勢を反映せず、抗体価の以上を示

さない場合も少なくないことが問題点であ

る。一方、リアルタイム PCR に代表される

定量 PCR 法は、ウイルス DNA 量を測定でき

るため、極めて有用である。しかし、定量

PCR 法は、保険収載されていない、体外診

断薬が存在しないために測定法が統一され

ていない、という 2つの大きな解決課題が

存在する。保険収載に向けては｢EB ウイル

ス感染症迅速診断(リアルタイム PCR 法)｣

が先進医療の認定を受け、測定法について

は WHO が国際的に統一した定量値の表示法

を定めるなど、今後の進展が期待される。

組織診断は最も有効な方法と考えられるが、

侵襲性を伴うことから、選択された症例で

行われる状況は今後も変わらないと考えら

れる。 

本症は、近年、EB ウイルス関連 T/NK リ

ンパ増殖性疾患の一つと考えられている。

EB ウイルスが持続感染した T/NK 細胞が免

疫機構による排除を受けず、増殖すること

が本態である。そのため、T/NK 細胞におけ

る EB ウイルス感染の確認を、フローサイト

メータやリンパ球の組織染色などを応用し

て施設毎に行われているのが現状である。

測定手法は専門施設に限られるものの、

T/NK 細胞への EBV ウイルス感染の有無は本

症の診断に必須と考えられるため、診断基

準案では、新たな項目として設定した。 

  

Ｅ．結論 

慢性活動性 EB ウイルス感染症の診断指針

について、近年の研究成果を反映した「診

断基準」として改訂することを目指した案

を作成した。 
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